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(57)【要約】
　本発明は冷凍温度のためのソースとして圧縮空気エネ
ルギーを使用した、冷凍結晶化技術を使用した脱塩方法
およびシステムに関する。圧縮空気がターボエキスパン
ダーにより解放された時に、冷却空気が副生成物として
生成される。ここで冷却空気は室内に導入され、ここで
冷たい室壁で熱交換された予め冷却された海水液滴の噴
霧雲が循環され、室内の冷却空気に暴露される。ついで
液滴が室の底部に落ち、それらは共晶温度よりも少し高
い温度で堆積され、氷／塩水スラッシュ混合物を形成す
る。スクリュー状のらせん形のブレードを使用するスラ
ッシュの除去機構は、室からの氷粒子の連続的な回収を
提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下を含む、海水を脱塩して氷を連続的に回収するシステム：
　空気を圧縮するための圧縮機、
　圧縮空気を膨張させて冷却空気を共生成するためのエキスパンダー、
　氷粒子がその中で形成可能である室であって、少なくとも一つのノズルを有し、このノ
ズルを通して海水が該室中へ液滴として噴霧されることができ、エキスパンダーからの冷
却空気が該室の中に導入されることができる、海水の冷却空気への曝露により純水からな
る氷粒子がその中で形成可能である室、
　前記室からの氷粒子の回収を助け、それにより海水の不純物から氷粒子中の純水を分離
するのを助ける、前記室の底部に位置し、横長の出口室中を横に延びる軸上の回転可能な
ブレード要素。
【請求項２】
前記ブレード要素が前記室の底部から外方向へ出口室を通って横に延びるらせん形スクリ
ュー状の要素を備え、前記ブレード要素は出口室の内部円筒状周面と実質的に同面に延び
る均一直径を有する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
前記室から前記出口室下流の底部に沿って排水管が設けられる、請求項２に記載のシステ
ム。
【請求項４】
前記出口室内の排水管のさらに下流に、氷粒子を出口室から回収する手段を備えた出口点
が設けられた、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
前記手段が下へ揺動して氷粒子を出口室の下へ落とすトラップ扉を備える、請求項４に記
載のシステム。
【請求項６】
前記出口室が実質的に密封され、システムが活性化される前に前記室内部の圧力を増加で
きる、請求項４に記載のシステム。
【請求項７】
前期出口室の末端に排気管が設けられ、前記室内部の圧力の一部を解放することを許容し
、出口室内部表面の少なくとも一部が真ちゅう製である、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
前記室に近接して側室が設けられ、この室から冷却空気が外へ循環し、同時に、より小さ
な氷粒子を前記室の底部に落下させる、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
前記側室は前記出口室と同じ方向に延在し、前記側室内で落下する氷粒子が前記ブレード
要素上に堆積する、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
前記室の壁には海水が前記室内の壁の温度調整を助け、海水の冷却も助けるために使用さ
れる少なくとも一つの管または空洞が提供される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
前記室の壁には前記圧縮機からの加熱空気がその中を循環できる少なくとも一つの管また
は空洞が提供され、前記室内の壁の温度調整を助け、前記圧縮空気の冷却も助ける、請求
項１に記載のシステム。
【請求項１２】
前記ブレード要素には海水がその中を循環する少なくとも一つの管または空洞が提供され
、前記ブレード要素の温度調整を助け、海水の冷却も助ける、請求項１に記載のシステム
。
【請求項１３】
前記室に導入される冷却空気の温度が海水の共晶温度未満であり、前記氷粒子が前記室の
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底部にスラッシュの形態で堆積し、前記室の底部のスラッシュの温度が海水の共晶温度よ
り上である、請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
システムが以下の少なくとも一つを含む、請求項１に記載のシステム：
１）海水が上方から下方へ前記室内部に噴霧され、冷却空気が前記室内部で上方へ流れる
ように導入されるようにシステムが構成されていること、
２）海水が上方から下方へ前記室内部に噴霧され、冷却空気が前記室内部で海水と同方向
で下方へ流れるように導入されるようにシステムが構成されていること。
【請求項１５】
以下を含む海水の脱塩方法：
　圧縮空気エネルギーを生成するために空気を圧縮すること、
　圧縮空気をエキスパンダーで解放し、冷却空気を共生成すること、
　室に冷却空気を導入すること、前記室内に少なくとも一つのノズルで液滴の形の海水を
噴霧すること、
　前記海水液滴を前記室内で冷却空気に曝露し、それによって純水からなる氷粒子を形成
し、それら氷粒子を前記室の底部に落下させること、
　前記室の底部に位置する横長の出口室内で横方向に延在するシャフト上で回転可能なら
せん形スクリュー状ブレード要素を作動させ、前記室から氷粒子を回収し、それによって
海水内不純物から氷粒子内に純水を分離するのを助けること。
【請求項１６】
前記ブレード要素が前記出口室の内部円筒面と実質的に同じ面を有して延在し、前記出口
室は前記システムが活性化される前に前記室内部の圧力を増加できるように実質的に密封
され、前記ブレード要素およびノズルが活性化される前に前記室は実質的に密封され、前
記冷却空気は予め定められた安定状態の温度に前記室の温度を低下可能である、請求項１
５に記載の方法。
【請求項１７】
排気口が前記出口室の末端に設けられて、前記室内部圧力の一部が解放されることを許容
し、システム活性化後に前記排気口が僅かに開き、ブレード要素の働きによってスラッシ
ュ混合物が出口室に沿って長手方向に移動される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
スラッシュ混合物が前記室の底部でブレード要素環状路を満たし始めた時に、室内部での
圧力維持を補助する空気不浸透性層を実質的に提供し、同時に前記スラッシュ混合物が出
口室に沿って横方向外側へ押される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
前記ブレード要素が回転してスラッシュを混合する時に、前記液体塩水は前記室から下流
の出口室の底部に沿って設けられた排水管を経て実質的に排出される、請求項１８に記載
の方法。
【請求項２０】
前記ブレード要素が回転する時に、氷粒子を含むスラッシュが排水管の先まで更に下流へ
横方向へ移動し、出口点を通って落下して、前記出口室から回収される、請求項１９に記
載の方法。
【請求項２１】
側室が前記室に隣接して設けられ、前記室内の冷却空気が前記側室を通過して前記室から
循環して排出し、同時に、前記室内の小さな氷粒子が前記室の底部に堆積することが許容
される、請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
海水の共晶温度より低い温度で前記冷却空気を導入し、前記室の底部にて氷／塩水スラッ
シュ混合物を前記共晶温度より高い温度に保つことを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
次のステップのうちの少なくとも一つを含む、請求項１５に記載の方法：
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１）上方から前記海水を前記室内へ噴霧し、前記冷却空気を前記室内部で上方へ流れるよ
うに導入すること、
２）前記海水が上方から下方へ前記室内部に噴霧され、前記冷却空気を前記室内部で前記
海水が噴霧される方向と同方向下向きで噴霧されるように導入すること。
【請求項２４】
前記室の壁内部及び／又はブレードの少なくとも一つの管又は空洞を通して海水を循環さ
せて前記室の壁及び／又はブレードを暖めるのを補助し、前記室及び／又はブレード内部
の低温度を前記海水が噴霧される前に予冷するために利用する、請求項１５に記載の方法
。
【請求項２５】
前記室の壁内の少なくとも一つの管又は空洞を通して圧縮機から加熱空気を循環させて前
記室の壁を暖めるのを補助し、前記室内部の低温度が前記エキスパンダーへ循環する時に
加熱空気を予冷する、請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は脱塩システムの技術分野、特には結晶化室の底部で氷／塩水混合物を生産する
ために圧縮空気エネルギーシステムを使用した脱塩方法およびシステムに関し、らせん形
スラッシュ回収システムが提供されて、氷粒子を連続的に結晶化室から回収可能にするも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　米国においては、国の大部分の地域で入手可能な新鮮な飲料水の適切な供給が可能であ
る。給水が不足している地域においてさえ、入手可能な場所から必要である場所へ水を輸
送するための努力が払われてきた。たとえば、飲用目的だけでなく、農業用及び灌漑用の
目的でも充分な量の水が利用となるように、大量の水がコロラド川からカリフォルニア上
水路を経て、南カリフォルニア地方の人口密度が高く乾燥した地域に現在運搬されている
。水を供給し輸送する他の手段として、公共施設網や湖、貯水池、河川、氷河、等からの
配管路を経たものも存在する。
【０００３】
　それにもかかわらず、新鮮な飲料水が容易に入手できない、もしくは、必要な場所への
水の運搬が不便か費用的に許されない地理的な場所が米国および世界全体にわたって多く
存在する。これらの地域には、山岳領域、農村地帯、島、等が含まれる。乾燥もしくは不
毛気候のような海岸線に近い大人口中心地で、充分な海水はあるものの、そこの人口を支
えるための飲料水が充分ではない場所もある。
【０００４】
　したがって、新鮮な飲料水を海水から作り出す脱塩システム及び脱塩方法が過去に開発
された。どの脱塩システムにおいても鍵は、ベースの水から塩および他の不純物を始めと
する汚染物質を分離し、新鮮飲料水を生産する能力である。単純さのために、「海水」と
いう用語は、本願明細書においては実際に海からの水であろうと他のいかなる水源からの
水であるかを問わず、浄化の必要があるすべてり汚染水について用いられる。
【０００５】
　成功の程度は異なるが、１）たとえば煮沸によって海水を水蒸気に転換する、加熱又は
他の手段を利用する熱的方法、２）水と塩を分離する材料の比較的薄い浸透層を使用する
膜による方法、及び３）凍結プロセス及び新鮮な飲料水を生産するために海水の状態図を
利用する凍結結晶化プロセスを含む、少なくとも三つの異なる型の脱塩システムが現在利
用されている。
【０００６】
　本発明は、この凍結結晶化プロセスの変形に関連して利用される。凍結結晶化プロセス
が他のプロセスと異なる点は、海水がたとえば冷媒を介して海水を低温に暴露し、海水を
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凍結し、純水からできた固形氷晶の形成を助け、残留する原料水に含まれる塩汚染物から
分離可能なことである。
【０００７】
　しかしながら、既存の脱塩方法とシステムには欠点があるので、新鮮な飲料水が海水か
ら連続的に生産可能な非常に効率的で経済的な脱塩システムが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、結晶化室の底部で圧縮空気エネルギーシステムを使用して海水を凍結し、ス
ラッシュ状の氷／塩水混合物を形成する脱塩システムを利用して、氷晶の連続的回収を容
易にする。好ましくは、脱塩システムは圧縮空気エネルギーシステムを組み入れ、そこで
は圧縮空気は解放され、副産物として冷却空気を生成し、そして冷却空気は結晶化室に導
入され、結晶化室に噴霧される海水液滴を瞬間的に凍結するために用いられる。従来の凍
結結晶化法におけるように、脱塩目的で海水の温度を低下させるために冷媒を使用のでは
なく、本発明では、圧縮空気エネルギーを解放して、膨張させた清潔な冷却空気を使用し
、直接海水液滴と混合し、凍結氷粒子を生成して海水を脱塩する。
【０００９】
　脱塩システムは、一般に次の工程を含む：
１．－８０℃もしくは－１７５°Ｆの低温と一気圧より僅かに高い圧力下で、冷却空気の
体積流を生成し、断熱結晶化混合室にこの冷却空気を導入する。この冷却空気は、圧縮空
気を膨張させるためのターボエキスパンダーを使用することによって生成し、または共同
で電気と副産物として冷却空気を生成するターボエキスパンダーおよび発電機により生成
可能である。
２．液滴雲として結晶化室に噴霧可能な海水の体積流を生成し、冷却空気と混合して海水
液滴の温度を、正常な海水では約－２１．２℃もしくは－６．２°Ｆである共晶温度もし
くは僅かに高い温度まで低下させる。この点に関して、海水が結晶化室に噴霧される前に
予め冷却するようにシステムを調整することができる。これは結晶化室を囲むパイプ及び
／又は空洞に海水を流すことによって達成され、結晶化室内の低温は海水が結晶化室に導
入される前に、熱交換を経て海水を冷却するために用いられる。
３．海水液滴が冷却空気と混ざり始め、熱交換により瞬間的に凍結すると、純水氷晶の形
成が開始され、各液滴のまわりの塩水溶液から分離し始める。数秒未満で、氷の形成が開
始され、濃縮塩水から分離して、多くの氷が形成されるにつれて、塩水はより濃縮される
。次にこれら部分的に凍結された氷粒子は結晶化室の底部に落下し始め、それらはそこで
集まって氷／塩水スラッシュ混合物を形成する。
４．本システムは、好ましくはスラッシュ混合物の温度を共晶温度より僅かに高く維持し
、その結果、混合物は湿ってスラッシュ状であり、凍結もしくは塩結晶を形成することが
ない。本発明が、充分な量のスラッシュが生成するたびに凍結結晶化プロセスを止めるこ
となく、連続的に結晶化室の底部から回収するように設計しているのは、このスラッシュ
状の氷／塩水混合物である。
【００１０】
　本発明の脱塩システムは好ましくは結晶化混和室を含み、海水および冷却空気はこの結
晶化室内で混合される。海水は、好ましくは加圧されてノズル列を通過し、海水液滴の噴
霧液滴を形成する。前記混和室に冷却空気を噴射し、海水液滴を冷却空気に曝露して、冷
却空気によって循環し、氷晶が各液滴内で形成され始める。
【００１１】
　効率的に結晶化室の温度を制御するために、結晶化室の壁は好ましくは結晶化室のまわ
りを囲む管及び／又は空洞を備え、海水がその全体にわたり分配されるようにする。これ
は結晶化室の温度調整を助けるが、海水が結晶化室に入る前に凍結温度に近い温度に予備
冷却することも助けるので、海水が一度結晶化室に入ると、海水はより急速に凍結する。
圧縮機からの廃熱はまた同様の効果、すなわち前記結晶化室を囲むパイプ及び／又は空洞
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を通して分配され、前記結晶化室の壁に氷粒子が付着したり集まったりするのを防止する
のを助ける効果を得るために用いられる。これも熱交換器として作用し、前記圧縮機から
の加熱空気は予め冷却され、その後ターボエキスパンダーに送られて膨張し冷却空気を生
成する。
【００１２】
　海水がその共晶温度（約－２１．２℃）近くに冷却されて、固形氷（凍結新鮮水）と液
体塩水（水溶媒中の高濃縮塩溶質）に分離するので脱塩が起こり、氷晶の形成によってそ
の構造から塩水が強制的に排出される。この点で、海水の凍結は好ましくは２つの段階で
起こる：（１）冷却された結晶化壁を囲む管または空洞を通して送られる濾過海水の冷却
（強い冷却効果）、及び（２）前記結晶化室内で冷却空気内を通過する飛翔中の海水液滴
の冷却（液滴の冷却を伴う短い滞留時間）。
【００１３】
　スラッシュ混合物は好ましくは次の方法で前記結晶化室から回収される：
　連続的に作動可能な、前記結晶化室の底部に位置する水平配向らせん形スクリュー状ブ
レード要素を使用して、連続的な氷回収システムが開発された。このメカニズムは、回転
して前記結晶化室の底部に形成された氷粒子を主結晶化室の底部の出口室の開口を通って
横方向に移動させるブレードを有する。このためには氷粒子が硬い氷の塊としてではなく
、スラッシュを形成し、それがブレードに付着しないよう、そして、それが容易に横方向
に押されることが必要とされる。
【００１４】
　本発明によって解決される問題の１つは、どのようにスラッシュ混合物を主結晶化室の
開口を通して連続的に動かせ続けるかであり、同時に主結晶化室内の圧力をどのように維
持してスラッシュを強制的に排出するかである。圧力が主結晶化室に加えられても結晶化
室が密封されていないと、空気は単に開口を通過し、内部圧力は高くならない。
【００１５】
　問題は、次のように解決される：スラッシュは好ましくは実際上空気不浸透に形成され
る、すなわち、スラッシュは好ましくは湿っており、小さな氷粒子とその氷粒子に付着し
た液状の塩水を含み、一貫してスラッシュ状の物質を形成する。このように、前記ブレー
ドの働きによって前記スラッシュが開口へ向かって横方向に力を加えられ、結晶化室内の
気圧が増加するにつれて、スラッシュはブレード内の環状容積を充たし、その結果スラッ
シュが通過するにつれてスラッシュは出口室を密封し、出口点を通る加圧空気の流出を防
げる。前記ブレードはまた出口室と同じ面（ｆｌｕｓｈ）で端周囲を封止していることが
好ましく、これはブレードの外形と同じ面で固くフィットする、たとえば真ちゅう製の、
封じ込め壁（ｃｏｎｔａｉｎｍｅｎｔ　ｗａｌｌ）の使用で達成され得る。そのように、
ブレード、空隙または間隙をスラッシュで充填することによって、底部の出口室は効果的
に密封され得るが、スラッシュが出口点を通過して出て行くのを妨害することは無い。
【００１６】
　本発明によって解決される追加の問題は作業の開始に関連し、スラッシュがまだ完全に
ブレードを充填しておらず、前記主結晶化室において空隙や間隙を満たす圧力が必要な場
合に関する。この問題は運転開始時の構成により解決され、出口室を封止し、回収するべ
き氷粒子のためのトラップ扉を閉じ、閉じ込めた空気を外へ出すことができる小さな排気
口を有する。このようにして、前記システムを作動開始すると、前記主結晶化室内の圧力
が上昇し、維持され、スラッシュが流れ初めて、ブレード内の空隙または間隙を満たすこ
とが充分可能となる。次に、一旦スラッシュが空隙および間隙を満たすと、すなわち、開
口のまわりに空気不浸透な障壁を造ると、トラップ扉が開けられ氷粒子が出口室から、す
なわち出口点を通って流出されることが可能となるが、同時に、スラッシュは前記開口内
のブレードまわりを囲んだままであって、出口室を封止している。スラッシュは好ましく
は開口を経る空気の通過を防ぎ、同時に、スラッシュは出口室を通過して横下方に出口点
へ動くことが可能であり、ここで氷粒子は氷晶収集容器内及び／又はコンベヤに落下可能
で、氷粒子はそこで回収され、溶かされる。
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【００１７】
　側室が好ましくは前記主結晶化室の横に設けられ、前記主結晶化室内の冷却空気はこの
側室を通過して出て行く。側室の形状によって好ましくは前記主結晶化室の底部で冷却空
気を「方向変換」し、空気が横道を移動し、前記側室を上方へ通過し外へ出るが、その一
方で、海水液滴は前記主結晶化室の底部に堆積する。これは、好ましくは小さな海水液滴
の前記主結晶化室の底部への堆積を引き起こし、より多くのスラッシュが横下方へ開口に
向かって押出されることを助け、同時に空気流が液滴の落下を妨害することの防止を助け
る。
【００１８】
　前記ブレードが回転し、前記スラッシュが前記出口室を横方向に移動するにつれ、塩水
は好ましくは氷粒子から分離し始めて、集合し、前記開口の好ましくは下流にある出口室
の底部に位置する排水管を流下する。前記ブレードは氷生成を破壊し易く、塩水水溶液の
排水を容易にする。排水管の下流位置は、液状の塩水が分離せずに、早まってスラッシュ
から流出せずに、混合されて、前記主結晶化室開口の近くのスラッシュの一部が残留し、
前記スラッシュは空気不浸透なままで前記開口を密封することを好ましくは確実にする。
【００１９】
　前記ブレードはスラッシュを出口室を通って出口点に向けて動かし続け、より多くの塩
水がスラッシュ混合物から排出され、スラッシュ混合物は好ましくは大部分が純粋の氷粒
子と、塩水があった場所の小さい僅かなエアポケットおよび気泡から成り始める。すなわ
ち、前記スラッシュが出口点に到着する頃には、混合物は好ましくは大部分が「乾いた」
状態で、氷粒子に混入している液状の塩水は極く少量もしくは全くない。この時点で、氷
粒子は前記ブレードによって出口室を通過して押動され、氷粒子はトラップ扉が位置する
出口点を通過して氷収集容器内またはコンベヤ上へ落下し、前記コンべヤは氷粒子が溶か
されて純水になり得る場所へ運搬する。
【００２０】
　氷塊は氷でできており、したがって、低温であるので、溶けて生成される新鮮水は冷水
となる。そこから、新鮮な冷水が飲用の目的で分配可能であり、また他目的のために使用
可能であり、たとえば空調システムによる後の使用のために貯蔵されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、本発明の連続的氷回収システムの側断面図であり、右側には結晶化室を
示し、海水液滴を噴霧するための噴霧器と冷却空気用の注入器、及び氷を回収するための
、下側の水平開口を通って結晶化室の底部に沿って水平に延びるらせん形スクリュー状ブ
レードを有する連続回転軸を備えている。
【図２】図２は図１に示した連続的氷回収システムの平断面図であり、図５で示されるよ
うな主結晶化室のまわりに延在するパイプを通って加熱圧縮空気を供給するターボ圧縮機
を示す。
【図３】図３は図１の主結晶化室およびブレードの断面図であり、堆積した氷晶塊および
濃縮ブラインがブレードのまわりで生成する様子を示している。塩水はそれ自体、重力に
よって氷／スラッシュ塚の底部に流下することに留意されたい。
【図４】図４は図１に示す連続的氷回収システムの異なる運転開始構成を示し、前記出口
室の側部に沿って、また終端に位置するブレード用の真鍮収納壁を有する。前記壁は、ブ
レードの長さ方向に沿って複数ブレードと同一面で固くフィットし、複数ブレードまわり
の出口室内の空気を捕捉するように設計され、ブレード終端には固体障壁を設けた。この
実施態様も捕捉された空気が排気可能な通気管（上部）を有し、後述のとおりトラップ扉
（底部に示す）は運転開始期間の間は閉じたままであり得るが、端容積充填の後には開扉
可能となる。前記主結晶化室の下流には回収すべき塩水のため排水管が位置している。
【図５】図５は、図１の主結晶化室および側室の断面図を示し、結晶化室の壁を通して海
水及び／又は加熱圧縮空気を循環させるために、前記壁のまわりに延在するパイプ及び／
又は空洞を備えている。
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【００２２】
発明の詳細な説明
図1に示すように、本発明の脱塩システムは好ましくは断熱された結晶化混合室１を含み
、海水および冷却空気はこの結晶化室内で混合される。この結晶化室１および側室４２は
、図１において縮尺通りではない。結晶化室１の下側の区分は、本発明のスラッシュ回収
システムを含み、これは更に以下に詳細に議論される。
【００２３】
　結晶化室１の上部には、好ましくは結晶化室１内に海水液滴５の噴霧を生成可能なノズ
ルもしくはノズル列３が存在する。ノズル３は、好ましくは結晶化室１に液滴雲５として
噴霧可能な海水の体積流を生成する。脱塩システムは好ましくは海水がノズル３を経て結
晶化室１に移る前に、前記海水を加圧して濾過する。
【００２４】
　好適な実施態様は冷却空気を生成するために圧縮空気エネルギーシステムを使用し、前
記冷却空気は結晶化室１に導入されて、液滴５の瞬間凍結に使用される。冷却空気は、落
下している海水液滴５と相互作用するように結晶化室１の上部に導入されることが好まし
く、液滴５の温度は共晶温度もしくはそれよりわずかに暖かい温度まで減少させることが
好ましい。この共晶温度は、通常の海水では約－２１．２℃、または約－６．２°Ｆであ
る。図５に示すように、冷却空気の体積流は上部入口４から、好ましくは－８０℃もしく
は－１７５°Ｆの低温で一気圧より僅かに高い気圧下で結晶化室１内に導入可能である。
【００２５】
　この冷却空気は空気を圧縮するターボ圧縮機９と圧縮空気を膨張させるターボエキスパ
ンダー７を使用して生成可能で、それ自体で、または電気および冷却空気を生成する発電
機と連動して副生成物としての生成が可能である。圧縮空気はまた、ターボエキスパンダ
ー７を使用することによって貯蔵も解放も可能である。従来の凍結結晶化法の場合と同様
に、脱塩目的のために海水の温度を下げる冷媒を使用するのはなく、本発明では圧縮空気
エネルギーを解放し、膨張させることから誘導される清浄な冷却空気を使用する。冷却空
気を結晶化室１に導入して、海水液滴５を冷却空気に曝露し冷却空気によって循環すると
、各液滴５内で氷晶の形成が開始される。
【００２６】
　この点で、各海水液滴５の体積サイズおよび海水と冷却空気の温度は好ましくは予め決
定され、また結晶化室１の外形寸法および構造が決定される。また、好ましくは得られる
混合物が凍結および脱塩目的のための最適温度に急速に達することを確実にするために、
海水噴霧と冷却空気が結晶化室１に注入される方法が予め定められる。冷却空気は上向き
に注入して対向流を作ることも、下向きに注入して共流シナリオを作ることも可能である
が、図５に示すように、海水液滴５と同じ方向に下向きに注入することが好ましい。
【００２７】
　効率的に結晶化室１の温度を制御するために、図５に示すように、結晶化室の壁１１は
、吸い込んだ温暖海水及び／又は圧縮機９からの加熱圧縮空気によって加熱され、氷が壁
１１に集まって付着しないようにすることが好ましい。結晶化室の壁１１の温度を制御す
るために起こる熱交換に加えて、吸い込んだ海水が前記壁を通過するときに、後述する通
り、前記壁は海水が結晶化室１へ噴霧される前に海水を予冷することを助け、圧縮空気が
結晶化室の温度を制御するために用いられる場合には、前記壁は圧縮空気がターボエキス
パンダー７によって膨張させられる前に空気を予冷することを助ける。
【００２８】
　好ましくは、海水を使う場合、海水は濾過され、加圧され、管１５へ供給されるが、図
５に示す通り、海水は結晶化室１の周囲を囲む管１３を経て分配されることが好ましい。
前記管１３も使用可能で、分割部材を有する二重壁システム間の空洞によって結晶化室の
壁１１を形成することも可能である。このように、結晶化室１の温度制御に加えて、海水
は熱伝達によって予冷却することが可能であり、一旦海水が結晶化室１に入れば、より急
速に結氷する。結晶化室１に入る前の海水の温度は、蒸留水の凝固点（０℃又は３２°Ｆ
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）と同等もしくは僅かに低いことが好ましい。
【００２９】
　圧縮機９からの廃熱が、また、同様の効果のために使用可能である。すなわち、結晶化
室１のまわりで、氷粒子が前記壁１１に付着し集まるのを防止することが望ましく、従っ
て、圧縮機９からの廃熱を使用する一つの道は加熱圧縮空気もしくは廃熱によって作られ
る温水を結晶化室１のまわりに延在する管１３及び／又は空洞内で分配することである。
これも熱交換器として作用するので、加熱空気がターボエキスパンダー７へ送られる前に
、圧縮機９からの加熱空気を予冷却することが可能であり、従って、ターボエキスパンダ
ー７によって解放される空気は、より効率的に、より低温になり得る。
【００３０】
　低温の結晶化室１を囲む管１３を圧縮空気が通過するまでには、熱伝達によって熱圧縮
空気が冷却される。冷却された圧縮空気は、ターボエキスパンダー７によって膨張させら
れて、主結晶化室１に導入される超冷却空気を作る。このように、空気は加圧され、冷却
され、ターボエキスパンダー７を通過してさらに冷却され、その結果主結晶化室１内の海
水液滴５を凍結する超冷却空気の連続流が生ずる。これにより、圧縮空気は配管内で、実
質的に「タンクのない」システム内で貯蔵可能となる。
【００３１】
　前記海水及び／又は加熱空気の温暖な温度は、氷が結晶化室の壁に集まらないように助
け、結晶化室内部温度を制御し、内部の一貫した温度を維持する。同時に、結晶化室内の
低温からの、結晶化室を囲む配管及び／又は空洞への熱伝達は海水及び／又は加熱空気を
冷却するのを助け、海水を結晶化室内へ噴射する前に予冷するのを助成し及び／又は加熱
空気をターボエキスパンダーによって冷却して、結晶化室１へ導入する前に冷却すること
を助ける。海水の予備冷却の多くは海水が管／空洞内にあるときに起こり、海水および圧
縮空気から熱を結晶化室壁および結晶化室空気に移す優れた手段がそこに存在することが
好ましい。
【００３２】
　図５は結晶化室１の上半分のまわりに分配される加熱圧縮空気を示し、一方暖かい海水
が結晶化室１の下半分のまわりに分配されることを示す。しかしながら、他の実施態様に
おいては、加熱空気は下半分のまわりに分配されることが可能で、海水は上半分のまわり
に分配されることが可能である。
【００３３】
　海水がその共晶温度（約－２１．２℃）近くに冷却されて、固形氷（凍結新鮮水）と液
状塩水（水溶媒中の高濃縮塩溶質）に分離するので脱塩が起こり、氷晶の形成によってそ
の構造から塩水が強制的に排出される。この点で、海水の凍結は好ましくは２つの段階で
起こる：（１）冷却した結晶化壁１１を囲む管１３及び／又は空洞を通して送られる濾過
海水の冷却（強い冷却効果）、及び（２）前記結晶化室１内の冷却空気を通過する飛翔中
の海水液滴５の冷却（液滴５の冷却を伴う短い滞留時間）。
【００３４】
　冷却空気を通る液滴５の下向き飛行の間、各液滴は中央へ向かって内部方向に低温にな
り始め、ついには、液滴のシェル内で氷晶の形成が開始される。典型的には、凍結は外側
から内側へ向けて起こる、しかし経時により、形成される氷構造は塩水を外側へ強制的に
移動し、すなわち塩水を排除する。濃縮塩水コアのまわりに形成されるすべての氷シェル
が内部応力および断片を発達させ、濃縮液体塩水を氷シェルの外部に強制的に移動させる
ことも観察された。これらのコーティングされた氷晶が互いに衝突すると、塩水溶液は新
たに形成した氷晶複合体を囲むことを強いられる。塩水によって囲まれる氷のマクロ構造
が完全に分離するまで、このプロセスは続く。
【００３５】
　一例においては、直径４，０００ミクロンより大きな液滴５は、未だ凍っていない内部
のコア部分を有することがあって、直径２００ミクロン未満の液滴は完全にその中央まで
凍っている可能性がある。全ての液滴が同一寸法である場合であっても、同一寸法の各液
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滴において、数や寸法が変化する顕微鏡学的な核のまわりで氷が形成するプロセスによっ
ては、幾つかが遅れて凍結し幾つかが早く凍結することが観察された。
【００３６】
　液滴５が凍結して固体氷粒子および液状塩水の二相溶液を形成することが重要で、液滴
が飛行中に共晶温度もしくは共晶温度近くに達することが望ましい。他方、前記結晶化室
を通過する際に液滴があまりに低温（共晶温度より低温）になる場合、各液滴内の新鮮水
は固体の塩結晶及び固形塩と共に凍結することがあり、その場合、塩を新鮮水から分離す
ることはより困難となる。例えば、海水噴霧が様々な液滴直径から成る場合、より小さな
液滴が結晶化室１の底部に届く頃にはその共晶温度より低温になって完全に凍結すること
が起こり得る。
【００３７】
　従って、本発明の一つの重要な態様は、結晶化室１、特に結晶化室１の底部が、非常な
低温で凍結した小さな液滴が共晶温度より高い温度で維持され、その結果、氷塊ではなく
スラッシュ状の氷／塩水混合物を形成することを許容する、予め定められた温度で維持さ
れることである。結晶化室１内部の温度を制御することによって、これらの氷粒子は濃縮
塩水と一緒に集まり始め、純粋な氷晶および塩水を含む湿ったスラッシュ状の混合物を形
成することが可能である。
【００３８】
　これらのシステム及び方法を用いて、適当な温度が結晶化室１内側で維持されることを
確実にし、適当な氷粒子を形成するためには以下の要因が考慮されることが好ましい：１
）冷却空気の温度、２）海水液滴の温度、３）液滴の寸法、４）下降液滴に対する冷却空
気の方向、５）液滴に対する冷却空気の速度、６）液滴が冷却空気に曝露される時間、そ
れは結晶化室の高さの関数である、７）結晶化室内の圧力、及び、８）結晶化室１に導入
される前の結晶化室壁を囲んでいる配管及び／又は空洞内の海水及び／又は圧縮空気の温
度。
【００３９】
　後述の通り、氷粒子と塩水の分離はスラッシュ状混合物を混ぜることによって起こり得
るが、塩水は氷粒子から離れて重力によって排水することが可能なので、氷粒子は塩水か
ら回収可能である。この点で、スラッシュ混合物は好ましくは次の方法で結晶化室１から
回収される：
【００４０】
　図１に示すように、結晶化室１の下端で連続的に回転・作動可能な円筒状の軸２８を有
する水平配向らせん形スクリュー状ブレード要素２３を用いた連続的氷回収システム２１
を開発した。ブレード要素２３は好ましくは軸２８の回転時に回転するらせん形ブレード
２６を有し、ブレード２６は、主結晶化室１の底部の出口室２７内で、結晶化室１の底部
で形成される氷粒子が円筒状開口２５を経て横方向に動くようにする。円筒状開口２５の
形は、図３に示される。氷粒子は硬い氷ではなくてスラッシュをより多く形成することが
要求され、ブレード要素２３に付着せず、出口室２７内の出口点３６に向けて横へ容易に
押出され、そこで氷粒子は容器２９もしくはコンベヤ３１上へ落下可能で、結晶化室１か
ら回収される。
【００４１】
　確実に氷粒子がブレード要素２３上に集まらぬようにするために、結晶化室の場合と同
様に、軸２８には、取り込み海水が通過可能な内部空洞及び／又は配管システム３１を備
えられていることが好ましい。このことは、ブレード要素２３を相対的に、温め氷粒子が
ブレード２６又は軸２８上に集まって付着するのを防止し、余分なエネルギー使用の必要
がなく、海水の温度制御を助ける。好適な実施態様においては、海水は当初海水源から入
口点３５へ送液され、空洞又は配管システム３１、シャフト２８内部を最初に中央内部配
管３１aを通して分配され、次いで外側の空洞３１ｂを通過して循環し、配管路３３に至
り、そして前述のとおり、結晶化室壁１１まわりに巻きつく管１３内へ進む。このように
、ブレード要素２３によって提供される熱伝達効果は、結晶化室隔壁１１によって提供さ
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れる熱伝達効果を増すために用いることが可能である。
【００４２】
　これらの本発明の態様も水滴５及び氷粒子が余りに低温となること、つまり、塩が不都
合に氷と共に凍結することの防止を助ける。液滴が主結晶化室１内で落下する時、すなわ
ち結晶化室１の上部から底部まで落下する時、温度はこの方法により制御調整され、海水
液滴５が共晶温度よりも充分低い温度に当初曝されるが、結晶化室１の底部では少し共晶
温度より少し上のレベルに暖められ、氷粒子が適切に形成され、塩水が分離されることも
好ましい。この態様において、氷粒子の均質性は、氷が適切に形成され、塩水から分離さ
れ、氷が結晶化室１から容易に回収できるために重要である。
【００４３】
　本発明によって解決される課題の一つは、氷／塩水スラッシュ８が出口室２７の底部開
口２５を通過して連続的に移動し続けると同時に、結晶化室１内の圧力を維持して強制的
にスラッシュを外へ送出することである。圧力が主結晶化室１に加えられるが、結晶化室
１が密封されていないと、空気は単に開口２５を通過し、内部圧力は増加しない。
【００４４】
　この問題は、次のよう解決される：まず、システムによって実際上空気不浸透な、すな
わち適切な均質性を有するスラッシュ８が形成されることが好ましい。すなわち、スラッ
シュは小さい氷粒子から構成され、一定量の液体塩水が氷粒子に付着して、スラッシュ様
の均質物を形成することが好ましい。また、図４に示すように、底部開口２５及び出口室
２７は終端が密封されているのが好ましく、開口２５及び出口室２７の内面は好ましくは
真ちゅう製で、それらがブレード２６の外縁と相対的に同一面を作り、かつ堅くフィット
する構成であることが好ましい。そのように、スラッシュ８がブレード２６の働きによっ
て出口室２７を横方向に通るように強制されて、結晶化室１内の大気圧が増加すると、ス
ラッシュ８はブレード２６内に存在する空隙又は間隙３０を含む環状体積を満たし始める
。このように、スラッシュ８が出口室２７を通過する時、スラッシュ８は開口２５を密封
可能で、出口点３６が開口して（氷粒子が出口室２７から回収可能であって）も、出口点
３６を通る加圧空気の排出を防ぐことができる。スラッシュ８の前のいかなる過剰捕捉空
気も、出口室２７の終端に位置する通気口４４を経て排気可能であり、スラッシュの出口
点３６へ向けての移動を助ける。
【００４５】
　好ましくは圧力が主結晶化室１に導入され、スラッシュ８をブレード要素２３内に存在
する空隙又は間隙３０内に強制的に移入することが分かる。従って、出口室２７は縁辺ま
わりを封止していることが好ましく、これはブレード２６の外形と同じ面で堅くフィット
する真ちゅう製等の封じ込め壁の使用や、図４に示すように、出口室２７の終端４８を密
封することによって達成され得る。そのように、ブレード要素２３内の空隙又は間隙３０
を満たすことによって、スラッシュ８が出口点３６から出て行くことを妨げることなく、
開口２５は効果的に密封可能となる。
【００４６】
　本発明によって解決される追加の問題は作業の開始に関連する。スラッシュ８がまだ完
全にブレード２６の空隙又は間隙を充填していないと、空隙又は間隙３０を満たす圧力が
必要になる。この問題は、図４に示すような、以下を含む運転開始構成で解決される：１
）出口室２７の終端を密封するための、ブレード要素２３の終端に据え付けて静置する追
加の真ちゅう製の封じ込め壁、２）氷粒子が通過可能である、出口室２７内の出口点３６
に設けたピボット式扉を有するトラップ扉３８、及び、３）出口室２７の終端に位置する
圧力作動通気口４４。
【００４７】
　システムが最初に作動する時、トラップ扉３６は閉止可能となり、結晶化室１内の圧力
は増加可能かつ維持可能となるが、スラッシュ８前のトラッピング空気を回避するに充分
な少量の空気が通気口４４を経て排気されることが好ましく、これによりスラッシュ８は
ブレード要素２３内で移動して、空隙又は間隙３０を満たし始められる。次に、一旦スラ
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ッシュ８が空隙及び間隙３０を充填すると、すなわち、開口２５のまわりで空気不浸透な
障壁を創成すると、トラップ扉３８が開けられ氷粒子が出口室２７から、すなわち、出口
点３６を通って流出開始可能となるが、同時に、スラッシュ８は前記開口２５内のブレー
ド要素２３まわりを囲んだままであって、その内部の空隙及び間隙３０を封止している。
スラッシュ８は好ましくは開口２５を経る空気の通過を防ぎ、その一方で同時に、出口室
２７を通過して横下方に出口点３６へ動くことが可能であり、ここで氷粒子は氷晶収集容
器２９内又はコンベヤ３１に落下可能で、氷粒子はそこで回収され、溶かされる。
【００４８】
　注：操作の開始時に、海水の流れを封止構造に移入するのに先だって封じ込め構造を低
温定常状態温度にする為に、海水の流れをシステムへ移入する前に、冷却空気が図１に示
す通り、ブレード要素２３および主結晶化室１及び脇の遠心室４２の全体にわたって循環
させられる。出口室２７の終端の通気口４４は、主結晶化室１及び側室４２内の圧力によ
って駆動されて開かれる。例えば、前記二室に３０－ｐｓｉａの空気が導入される時、通
気口は約１３ｐｓｉｇ（２７．６７ｐｓｉａ）に設定され得る。海水が前記主結晶化室に
入り、スラッシュ８が形成され、ブレード要素２３に沿って移動を始めた後、空気の流出
は次第にブレードの環状体積を満たしているスラッシュ８によって制限され、通気口４４
が閉じられる。移動スラッシュ８の前のトラッピング空気は約１３－ｐｓｉｇに設定する
ことができ、その圧力を超えると排気される。全ての閉止空気が通気口４４によって抜き
取られ、スラッシュ８が進んだ後、スラッシュ８の定常状態流がトラップ扉３８を開ける
ことによって進む。
【００４９】
　気流が３０ｐｓｉａ（１５．３ｐｓｉｇ）の圧力に達すると、３０－ｐｓｉａ ＞ ２７
．６７－ｐｓｉａなので１３．００－ｐｓｉｇ（２７．６７－ｐｓｉａ）に設定された通
気口が開くことに留意されたい。ブレード要素２３上を流れ、通気口４４から排出される
冷却空気の流れによって、ブレード表面は後の操作のために必要な定常状態低温の近くに
冷却されることが好ましい。スラッシュ８がトラップ扉３８に到達し始めるまで、トラッ
プ扉３８は閉じたままであることが好ましい。スラッシュ８がブレード要素２３上に集ま
り始める時、空気流は通気口４４からまだ流出し続ける。しかしながら、体積内のスラッ
シュ増加が、結晶化室１内の３０－ｐｓｉａから、閉じ込められた体積部分を離隔する時
点があり、この時通気弁４４が閉じられる。１３．００－ｐｓｉｇ通気弁の閉止は、底部
トラップ扉３８に好ましくは合図を送って揺り動かして開け、出口点３６を経て氷晶を流
出させる。
【００５０】
　一実施態様では、図２に示すように、開始時にはターボ圧縮機９へ供給する空気源から
９０ｐｓｉａの圧力をほぼ９０ｐｓｉａとして流してターボエキスパンダーの回転を始め
ることが好ましい。ターボエキスパンダー７は初めゆっくり回転して僅かに冷却され、あ
る程度加圧された空気を排出する。ターボエキスパンダー７の回転の加速はまた、共通軸
を通じてターボ圧縮機９も加速する。前記ターボ圧縮機９の加速は２００－ｐｓｉａをタ
ーボエキスパンダー７へ送り、３０－ｐｓｉａを結晶化室１に送る定常状態に達するまで
、ターボエキスパンダー７への供給圧力を徐々に大きくする。
【００５１】
　結晶化室１においては、ターボエキスパンダー７とターボ圧縮機９がこの定常状態に達
するまでは、ノズル３を経た海水供給もブレード要素２３の回転も行われないことが好ま
しく、冷却空気はブレード要素２３まわりの閉じた容積を満たして、結晶化室１の３０－
ｐｓｉａを有する遠心室から排出される。海水ポンプの作動により噴霧ノズル３は活性化
し、海水は（１）大きな粒子及び懸濁した中性密度油を除去する粗フィルタ及び（２）微
粒子を除去する精密濾過用フィルタを通過する。海水はスプレーノズル３に送られる前に
、結晶化室１のまわりのブレード要素２３及び配管１３を通過して循環することが好まし
い。海水の取り込みは、浮遊油の取り込みを避けるために海または海洋の表面下で行われ
ることが好ましい。
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【００５２】
　スプレーノズル３が作動すると同時に、ブレード要素２３用のモーターも作動すること
が好ましい。図１及び２に示すように、軸２８を駆動して回転させるモーター駆動歯車５
０を備えていることが好ましい。ブレード要素２３を実質的に固定した位置に回転可能に
維持するために垂直と水平の両方向に、追加のスラスト軸受５２、５３が備えられている
ことがまた好ましい。これらの軸受は、さまざまな移動に対する対処を、ブレード要素２
３を造る鋼の収縮および膨張と同様に補助する。軸２８の終端には、ローラーまたは真鍮
板等でできた一連の軸受け５６があることが好ましく、これらもまた、軸２８を結晶化室
１に対して適当な中心合わせ位置および方向に保つのを助ける。ブレード要素２３の働き
は氷粒子を撹拌して分離を促進し、氷粒子の平衡相を準安定状態にすることである。
【００５３】
　図５には最良の態様が示され、図１にも示すが、側室４２が結晶化室１に続いて設けら
れていることが好ましく、底部の近くには開口４３があってここを経て主結晶化室１内の
冷却空気が排出可能である。これによって、好ましくは冷却空気が図１に示すように主結
晶化室１の底部で「方向変換」し、横に移動し側室４２を通過して上方へ進み、外へ出る
。相対的に大きな液滴は主結晶化室１の底部に堆積可能であるが、他の空気流に含まれる
小さな液滴（直径２０ミクロン未満）が前記主結晶化室を通過して、側室４２へ進むので
、開口４３では空気流のＵターンが行われることが好ましい。このＵターンによって、好
ましくは小さな冷凍液滴が空気流から下方に押し下げられ、主結晶化室１の底部に存在す
るスラッシュ８上に堆積する。これによってまた、スラッシュ８の多くを横方向に開口２
５へ向けて押し進めるのを補助し、空気流が液滴が落下するのを妨害することを妨げるこ
とを助ける。
【００５４】
　ブレード要素２３が回転し、スラッシュ８が開口２５を横方向に通過すると、塩水は好
ましくは氷粒子から分離し始めて、図１に示すとおり、集合して好ましくは主結晶化室の
開口の下流の出口室２７の底部に位置する排水管４０を流下する。このプロセスの間、氷
粒子が形成されて純水から構成され、一方、約２３%の塩と７７%の水を含み得る塩水は液
体として残り、氷から分離して氷粒子を通過して排水管４０を流下する。このことによっ
て、純水は塩水から分離可能となることが確実になる。必要に応じて、ミネラル及び塩が
塩水から抽出可能である。
【００５５】
　ブレード要素２３は氷生成を破壊する傾向があり、塩水水溶液の排水を容易にする。ブ
レード２６の撹拌動作も、準安定化合物が急速に転化して固体の氷と塩水との平衡混合物
になることを容易にする。現存のスラッシュ８を共晶温度よりもわずかに温かく維持して
、塩水相が凍結せずに「純水」氷から分離できない氷形態の形成を保証することは重要で
ある。
【００５６】
　塩水排水管４０が好ましくは主結晶化室１の下流で、主結晶化室開口２５を過ぎた出口
室２７内に位置することに留意するのも重大である。このことにより、塩水がスラッシュ
８から分離してスラッシュ８が早めに流出することを防止し、スラッシュと混合して主結
晶化室開口２５の近くでスラッシュの一部が残留し、スラッシュ８が開口２５を密封する
ことを確実にする。このように、塩水が外へ流出する前に、スラッシュ８は主結晶化室１
の底部で開口２５の密封を補助し続ける。
【００５７】
　この点で、排水管が主結晶化室１の中央に位置する場合、たとえば塩分が分離して結晶
化室１の中央へ排水しそうになると、スラッシュ８はブレード２６のまわりの空隙又は間
隙３０を充たす機会を得る前にその液状の均質性を失いがちな点に留意されたい。これは
前記混合物にて小さなエアポケットが早期に形成される結果をもたらし、それによって空
気が開口２５を通過し、結晶化室１の圧力が失われる可能性がある。
【００５８】
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　ブレード要素２３が出口室２７を通って出口点３６へ向かってスラッシュ８を移動し続
け、塩分の大半がスラッシュ８から排出されると、前記スラッシュ混合物は、塩分があっ
た少量の小さなエアポケットおよび気泡と共に、大部分が純粋な氷粒子から構成され始め
る。すなわち、各氷晶をコーティングする塩水のために前記スラッシュが「湿った」まま
であっても、スラッシュが開口２５を通過して、塩水が分離して排水管４０を経て落下し
始めると、出口室２７のスラッシュ混合物８はより乾いた状態になり、それが出口点３６
に達する頃には、ほとんど塩分が無くなる。
【００５９】
　排水管４０は主結晶化室１からの下流にあるので、スラッシュ８は開口２５を通過する
ときには「湿った」ままであって、密封可能、すなわち、密封が塩水の排水による影響を
受けないことが好ましい。しかしながら、スラッシュ８が出口点３６に達する頃には、混
合物は好ましくはほとんど「乾いた」状態で、氷粒子中に混入している塩水は極く少量も
しくは全くないことが好ましい。出口点３６での氷粒子が若干の小さなエアポケットおよ
び気泡を含み得る場合であっても、これは出口点３６の上流側にある開口２５のまわりの
密封に影響を及ぼさない。
【００６０】
　この時点で、氷粒子はブレード要素２３によって出口室２７を通過して押動され、氷粒
子はトラップ扉３８が位置する出口点３６を通過して氷収集容器２９内またはコンベヤ３
１上へ落下し、前記コンベヤは氷粒子を溶かして純水にする場所へ運搬する。
【００６１】
　貯水槽の底部で新鮮水を生成するために、回収された大量の氷粒子を溶かすことが可能
である。この場合、プラス１５℃程度の比較的暖かい温度の新鮮水は、氷粒子上に洗浄液
のように噴霧され、氷をすすぎ、氷を溶かす。代替的に、もしくは洗浄水とともに、局部
的な暖かい空気が貯水槽に移され、氷粒子を溶かすことを補助して冷却された新鮮な飲料
水を形成し得る。氷を回収して溶かす他の手段も設けることが可能である。
【００６２】
　氷質塊は氷でできており、したがって、低温であるので、溶けて生成される新鮮水は冷
却された水となる。そこから、新鮮な冷水が飲用の目的で分配可能であれ、または他目的
のために使用可能で、たとえば空調システムによる後の使用のために貯蔵されることがで
きる。
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